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二次医療圏域別 陽性者数の推移（人口１０万人あたり１週間累計） 10/3～11/8公表

新居浜・西条

県全体

宇摩

松山

八幡浜・大洲

宇和島

今治

（人）

➢新居浜・西条圏域では、陽性確認が県平均の約２倍の高い水準で推移
➢宇摩圏域も県平均を上回る増加。松山圏域は最近増加傾向が顕著

特別警戒期間

特別警戒期間（新居浜・西条）

感染警戒期
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１０歳以下 １０歳～ ２０歳～ ３０歳～ ４０歳～ ５０歳～ ６０歳～ ７０歳以上

10/19-10/25 10/26-11/1 11/2-11/8

松山圏域 年代別陽性確認の推移

期間 陽性者数 前週比

10/19-10/25 798名 －

10/26-11/1 989名 ＋23.9％

11/2-11/8 1,625名 ＋64.3％

（人）

➢直近１週間は前週比で６割を超える急増。すべての年代で陽性確認が大きく増加
➢特に、重症化リスクの高い７０歳以上の増加が顕著

※10/19～11/8公表分

前週比
137％増
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R4.10.29
緊急フェーズ（４５５床）
⇒フェーズ２（３０６床）

（※新居浜・西条圏域は緊急フェーズ）

122

病床使用率・入院患者数の推移

【病床使用率】

【70歳以上入院患者数】

【70歳未満入院患者数】

【入院患者数（人）】

※10/15～11/8公表分

➢１０月末以降、重点医療機関や高齢者施設でクラスターが発生した影響により、
７０歳以上の入院患者数が増加し、病床使用率も上昇

29

102



感染警戒期
新居浜・西条圏域は「特別警戒期間」を継続

令和４年１０月２９日(土)～

感染縮小期 感染警戒期 特別警戒期間
（新居浜・西条圏域）

感染対策期

4

◆「感染警戒期」移行の前提条件

①感染回避行動の徹底は継続

②社会経済活動は場面に応じた感染対策を

③インフルエンザの同時流行に備えた
積極的なワクチン接種を


